
 ８月４日に開催された「いわて和牛改良増殖対策事業推進協議会」において、

令和６年度直接検定牛８頭のうち、「除
じょ

新
にい

」、「菊
きく

太郎
た ろ う

」及び「美
み

国
くに

姫
ひめ

」が令和９年

度現場後代検定牛※１に選抜されました。 

本年 10 月から試験交配を開始し、検定牛１頭あたり 40 頭の調査牛を生産す

る計画となっています。生産者の皆様の御協力をよろしくお願いいたします。 
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"Taneyama Super Sire News" 

令和９年度開始 現場後代検定牛の紹介 

 

I黒-217  

●生年月日 R5.８.25 

●生 産 者 紫波町 盛田 英志 氏 

●直接検定 D.G. 1.24kg 
【美点】後躯、皮膚、乳徴 

【欠点】均称、肩後、肢蹄 

バラの厚さ及び脂肪交雑に優れる「た

かこ」に、質量兼備の「北美津久」を交

配して生産されました。 

ゲノム育種価※２で、枝肉重量、ロース

芯面積、バラの厚さ及び脂肪交雑がH評価

であり、質・量ともに期待されます。 

I黒-218  

北美津久×隆之国×菊福秀×平茂勝 

菊百合福×諒太郎×菊谷×福桜（宮崎） 

●生年月日 R5.11.22 

●生 産 者 奥州市江刺  今野 理 氏 

●直接検定 D.G. 1.15kg 

【美点】中躯、頭頸、乳徴 

【欠点】過大、体深、体上線 

県南和牛育種組合育種牛の「たに」に、

脂肪交雑の評価が高く、「菊福秀」後継の

「菊百合福」を交配して生産されました。 

365日補正体重が473.6kgと増体が

期待されるほか、「菊谷」の血量が高く、

遺伝的多様性への貢献も期待されます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名 号 区 分 期 間 地 域 

叙 新 

前 期 R 7.10.1 ～ 11.30 

中央、全農 

菊太郎 県南、全農 

美国姫 後 期 R 7.11.1 ～ 12.31 中央、全農 

●生年月日 R6.4.12 

●生 産 者 花巻市 諸白 量次 氏 

●直接検定 D.G. 1.43kg 

【美点】発育、体幅、体深、内腿 

【欠点】体上線、体下線、品位、頭頸、 

つなぎ 

産肉性に優れる「みくに」に質量兼備

の「福之姫」を交配して生産されました。 

ゲノム育種価で、枝肉重量、ロース芯

面積、バラの厚さ及び脂肪交雑がH評価で

あり、質・量ともに期待されます。 

※１ 現場後代検定とは 

 検定牛の産子を肥育して枝肉成績を調査し、種雄牛候補の産肉能力を推定する

検定です。本県では、20 頭の産子を、一般肥育農家、全農和牛改良センター及

び当室が、約８か月齢から去勢で 29 か月齢、雌で 32 か月齢まで肥育し、出荷

時に枝肉を調査します。 

 

 ～種山の情報誌・ＳＮＳはこちらの２次元コードからチェック～ 

← 【たねやま種雄牛だより】【子牛市場成績】のバックナンバー 
 Facebookアカウント“いわて畜産振興ネット” → 

I黒-219  

※２ ゲノム育種価について 
家畜改良センターとの共同研究により算出したゲノム育種価をクラス別に H、

A、B、及び Cのアルファベットで表記しています。 

他機関が公表しているゲノム育種価とは、解析の方法や対象とする集団が異な

るため、直接比較することはできません。 

【試験交配計画】 

福之姫×美国桜×第２平茂勝×第５夏藤 


